
専用セルアタッチメントを使用し、充放電しながらその場での
ｉｎ‐ｓｉｔｕＸＲＤ測定、解体後の大気非暴露ｅｘ‐ｓｉｔｕＸＲＤが可能です。

ｉｎ‐ｓｉｔｕ ＸＲＤ、大気非暴露ｅｘ‐ｓｉｔｕ ＸＲＤを用いた正極、負極の構造解析

・ｉｎ‐ｓｉｔｕ測定結果：ＳＯＣ ０%、 ２０%では ＬｉＦｅＰ０４由来のピークのみが検出された。

ＳＯＣ ４０%、 ６０%、 ８０%では、ＬｉＦｅＰ０４ と ＦｅＰ０４由来のピークが共存して検出され、充電過程が進行するにつれ、

ＬｉＦｅＰ０４由来のピーク強度は減少し、ＦｅＰ０４由来のピーク強度は増加した。ＳＯＣ 1００%では、ＦｅＰ０４由来の

ピークのみが検出された。

・ｅｘ‐ｓｉｔｕ測定結果：充電状態の試料では、ＬｉＣ６、 ＬｉＣ1２ に由来する結晶性ピークが検出され、放電状態の試料では

グラファイト由来のピークのみが検出され、ＬｉＣ６、 ＬｉＣ1２ に由来するピークは検出されなかった。

■正極（ＬｉＦｅＰＯ４）のｉｎ‐ｓｉｔｕＸＲＤ解析結果

■負極（グラファイト）のｅｘ‐ｓｉｔｕＸＲＤ解析結果
ＬｉＦｅＰＯ４正極の充電過程のｉｎ‐ｓｉｔｕＸＲＤ測定結果
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ＬｉＦｅＰＯ４正極の０．１Ｃ初期充電カーブ
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グラファイト負極の大気非暴露ＸＲＤ測定結果

グラファイト負極の０．１Ｃ初期充放電カーブ

解体後 ＸＲＤ測定
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